



した。それは出版の世界も例外ではありません。家族を失い、暮らしの場を根こそぎ奪われた方の痛みからすれば小さなことでしょうが、東北地方の紙の製造ラインが打撃を受けたために、首都圏でも本や雑誌 公刊計画が立ち行かなくなっ 出版社がでました。それに、書籍を受け入れる市場から、 東北地方の一定の部分が一時的に 「消えてしまった」という事情も、構造的な出版不況に追い打ちをかけました。　
しかし、震災が出版という営みに及ぼした作用 、もっ
と深いところにも及んでいるのかもしれません。こ 一年に頻繁に耳にし のは、三月一一日以後 それま 当り前のように受け入れていたことや 何となく考えていたことが、すっかり色あせて、妥当性を失ってしまっ 気がするというつぶやきでした。震災は社会の自己理解に だか
らそれを言葉に表現する出版の営みにも、断絶の感覚をもたらしたのです。　
災害をめぐる認識に関して、よく一八世紀半ばのリスボ
ン地震が引用さ ます。一七五五年にポルトガルの首都を襲った大地震と大津波は、同時代の知識人の発想に決定的な痕跡を残しています。カトリックの信仰篤いリスボンの地に、よりによっ 神はなぜ、何の予兆もなし これほど説明のつかない災厄をもた したのか、いったいその御意志とは何なの 、という神義論と呼ばれる問題も生まれたのです。　
たとえば、哲学者のカントはそのとき三〇歳くらいで、





断力批判』のなかで崇高の観念として考察することになります。カント以外にも、ヴォルテールなど、災厄の経験を思考するという経験は同時代に普遍的なものでした。その意味で、今回のよ に、震災による一種の思考停止や、何か新奇で異様なも の前 立ちつくすという経験も、これからの世界の理解に って重要な転機になるかもしれません。　
もっとも、何かが変わったという感覚の深刻さは、リス
ボン地震のケースに較べていっそう複雑です。というのも、起こったのは天災ばかりではなく、これから 人類の命運にもかかわる原子力発電所の事故と絡み合っているからす。起こったことは複雑で、しかも一瞬の災 と喪失にとどまらず、放射性物質の拡散という持続的な災いをどのように斥けていくべきなのかという長期的な問題を含んでいます。その点でも、起こったこ がもたらした終末 予兆には特異なも があります。　
この深刻さのために、とくに原発事故 その意味を語る
言語は、真っ二つ 分かれてしまいました。一方では、安全を強調し 出来事をつねに過小に報道するマスメディアと、他方でマスコミに対する不信を募らせ、細 い危機情報が飛び交ったツィッターやフェイスブックなど ネット空間。この二つの言葉のあいだの断裂は、見ているかぎり、
その両極のどちらの言語によっても満たされるようには見えません。それでも、そのあいだを埋め、起こったことと向きあい、そこに言葉を与えることが、この一年に少しずつ進んで行きました。　
震災について考察した書籍は、たしかに依然として推進
派の自己弁明のようなものも紛れ込んでいるものの、総じて優れた本、この時期にこ という書物が数多く出ています。また、市民科学者として 生涯を全うした高木仁三郎さんの書物をはじめ、事故の発生とその深刻さを見通していた書籍は、いつ 間にか品切れ って たものも含めて、新しい輝きとともに復活してき した　
書籍は再生の力を持ちます。出版と う事業は、広い意



























































① モダンタイムス　上下 講談社 伊坂幸太郎
② 恋文の技術 ポプラ社 森見登美彦
③ 図書館戦争シリーズ 角川書店 有川浩
④ 変身 新潮社 カフカ / 高橋義孝訳
⑤ 悪霊 ２     光文社 ドストエフスキー / 亀山郁夫訳   
① ふしぎなキリスト教 講談社 橋爪大三郎 / 大澤真幸
② 原発のウソ 扶桑社 小出裕章
③ 武器としての決断思考 星海社 瀧本哲史
④ 独裁者の教養 星海社 安田峰俊











































































































































































































































































































































































































 「生活」 「経営」 「地域」の主
体形成』
野本京子著
　
農山漁村文化協会
　
二〇一一
年一二月
　
二七三〇円
現代社会への転形期とされる両大戦間期、市場の荒波に地域や農民はいかに対抗し力をつけたか。
◆舩田クラーセンさやか先生『T
he O
rigins of W
ar in M
ozam
bique
A
 H
istory of U
nity and D
ivision 』
舩田クラーセンさやか著
　
長田雅子訳
　
御茶の水書房
二〇一二年二月
　
一四〇七〇円
二〇〇七年に刊行された「モザンビーク解放闘争史」の英訳版。
79
◆前田和泉先生『白い、白い日』アルセーニイ・タルコフスキー著
　
前田和泉訳、鈴木
理策写真
　
エクリ
　
二〇一一年一一月
　
二六二五円
アンドレイ・タルコフスキー監督の映画「鏡」 「ストーカー」 「ノスタルジア」で朗読される父、アルセーニイの詩、二五篇を収録。
◆町田和彦先生『世界の文字を楽しむ小事典』町田和彦編
　
大修館書店
　
二〇一一年一一月
　
二七三〇円
人と文字が織りなす歴史ドラマ一〇テーマを収録。世界の現役文字四四の簡略な紹介も。その他二〇一一年四月に『ふしぎ？
　
おどろき！
　
文字の本〈一〉
―
〈三〉 』
（ポプラ社）を監修。
◆三宅登之先生『中級中国語
　
読みとく文法』
三宅登之著
　
白水社
　
二〇一二年二月
　
二二〇五円
一通り学んだのにいまひとつ全体像がつかめない、という人にぴったりの読む文法書。
◆八木久美子先生『グローバル化とイスラム
―
エジプトの「俗
人」説教師たち』
八木久美子著
　
世界思想社
　
二〇一一年九月
　
二四一五円
エジプトを舞台に、普通のムスリムがグローバル化の波にどう対応してきたかをいきいきと伝える。
◆柳原孝敦先生『ブエノスアイレス食堂』カルロス・バルマセーダ著
　
柳原孝敦訳
　
白水社
　
二三一〇円
故郷喪失者のイタリア人移民の苦難の歴史と、アルゼンチン軍事政権下の悲劇が交錯する異色小説。
◆吉枝聡子先生『ペルシア語文法ハンドブック』吉枝聡子著
　
白水社
　
二〇一一年六月
　
四四一〇円
文字と発音から口語表現、敬語表現まで詳しく解説。待望久しい本格的文法書。
◆李孝徳先生『いのちと責任―対談
 高史明・高橋哲哉』
高史明、高橋哲哉著
　
李孝徳編
　
大月書店
　
二〇一二
年二月
　
二一〇〇円
在日朝鮮人と日本人、仏教と西洋哲学―自らを深くえぐりながら現実の問題に真摯に向きあうふたりの鋭く そ てあた
たかい対話。
◆和田忠彦先生『時は老いをいそぐ』アントニオ・タブッキ著
　
和田忠彦訳
　
河出書房新社
二〇一二年二月
　
二三一〇円
ベルリンの壁崩壊後、黄昏ゆくヨーロッパで自らの記憶と共に生きる人々を静謐な筆致で描いた最新短篇集。その他二〇一一年四月にカルヴィーノ『
 アメ
リカ講義―新たな千年紀のための六つメモ』
（岩波書店）を共訳出版、
『日本と
イタリア
―
芸術と対話』
（東京外国語大
学出版会）を監修、二〇一一年五月にタブッキ『他人まかせの自伝―あとづけ詩学』
（岩波書店）を共訳出版。
外語大の先生の新刊棚
